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安
倍
政
権
に
反

対
す
る
デ
モ
行

進
が
１
４
日
、

東
京
・
渋
谷
で

あ
り
、
参
加
者

は
「
安
倍
政
権

Ｎ
Ｏ
！
」「
野
党

は
共
闘
」
と
書

か
れ
た
カ
ー
ド

を
掲
げ
、
渋
谷 

と
原
宿
の
街
を 

歩
い
た
。 

 

行
進
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
集
会
の

会
場
と
な
っ
た
代
々
木
公
園
の
ケ
ヤ
キ

並
木
一
帯
に
は
多
く
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
政
治
学
者
の
中
野
晃
一
さ
ん
が
安

保
法
制
に
つ
い
て
「
憲
法
を
壊
す
、
立

憲
主
義
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
の

ど
こ
が
保
守
な
の
か
」
と
力
説
。
精
神

科
医
の
香
山
リ
カ
さ
ん
は
「
も
は
や
平

和
は
静
か
に
つ
く
る
も
の
で
は
な
く
、

強
引
に
奪
お
う
と
す
る
人
か
ら
闘
っ
て

奪
い
返
す
も
の
に
な
っ
た
。
一
緒
に
立

ち
上
が
っ
て
怒
り
を
表
明
し
よ
う
」
と

述
べ
た
。 

 

「
市
民
は
学
者
よ
り
も
知
恵
が
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
よ
り

影
響
力
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

我
々
に
は
意
志
が
あ
る
」
。
学
生
団
体

「
シ
ー
ル
ズ
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一

人
、
牛
田
悦
正
（
よ
し
ま
さ
）
さ
ん
は

香
港
で
起
き
た
民
主
派
の
デ
モ
「
雨
傘

革
命
」
の
参
加
者
か
ら
聞
い
た
言
葉
を

紹
介
し
「
諦
め
な
い
意
志
が
大
事
」
と

呼
び
掛
け
た
。（
毎
日
新
聞
） 

  

 

江
教
組
女
性
部
と
江
戸
川
母
親
大
会

連
絡
会
は
二
月
一
三
日
、
タ
ワ
ー
ホ
ー

ル
船
堀
で
「
江
戸
川
女
性
の
つ
ど
い
ー

八
法
亭
み
や
や
っ
こ
の
憲
法
噺
―
憲
法

学
ん
で
平
和
を
守
ろ
う
」
を
開
き
一
〇

八
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
八
王
子

合
同
事
務
所
の
飯
田
美
弥
子
弁
護
士
が

「
八
方
亭
み
や
や
っ
こ
」
と
称
し
て
「
歴

史
に
学
び
、
未
来
を
志
向
す
る
日
本
国

憲
法
」
と
い
う
レ
ジ
ュ
メ
付
き
の
落
語

を
一
時
間
三
〇
分
に
わ
た
っ
て
熱
演
し

ま
し
た
。
①
憲
法
と
は
何
か
？
②
日
本

国
憲
法
の
理
念
③
自
民
党
改
憲
草
案
の

理
念
④
自
民
党
改
憲
案
の
危
険
性
を
爆

笑
を
誘
い
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
演

じ
ま
し
た
。
こ
ん
な
話
し
方
だ
っ
た
ら
、

み
ん
な
、
聞
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
な
。

無
関
心
な
人
に
ぜ
ひ
、
聞
か
せ
た
い
と

思
い
な
が
ら
、
明
る
い
気
分
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
会
場
か
ら
『
一
般
教

員
が
生
徒
に
壇
上
の
国
旗
に
向
か
っ
て

礼
を
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
方
が
良
い

と
発
言
す
る
。』
等
、
教
育
の
危
機
的
状

況
、
２
０
０
０
万
署
名
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

            

★安倍、緊急事態条項を突破口に明文改憲発言‼ 

★夏の参院選について、自民、公明両党だけでなく、おおさか維新の会など一部野党も含めた改

憲勢力で、憲法改正の国会発議に必要な参院の３分の２議席を目指す考えを示す。 
 

「戦争法の廃止を求める」２０００万署名 
江教組１１００筆突破‼ 

安
倍
晋
三
首
相
が
年
頭
会
見
（
４
日
）
以
来
、
憲
法
の
条
文
そ
の
も
の
を
変
え

る
明
文
改
憲
に
強
い
執
念
を
示
し
続
け
て
い
る
。
自
民
党
改
憲
草
案
（「
日
本
国

憲
法
改
正
草
案
」）
に
あ
る
「
緊
急
事
態
条
項
」
の
創
設
な
ど
を
、
夏
の
参
院
選

の
争
点
に
す
る
構
え
‼ 

「
改
憲
を
考
え
て
い
る
、
未
来
に
向
か
っ
て

責
任
感
の
強
い
人
た
ち
と
３
分
の
２
を
構
成

し
て
い
き
た
い
」。
安
倍
首
相
は
１
０
日
放
送

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
・
党
首
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

参
院
選
で
自
民
、
公
明
両
党
の
ほ
か
、
お
お

さ
か
維
新
の
会
な
ど
改
憲
に
賛
同
す
る
勢
力

で
改
憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
の
議
席
確

保
を
目
指
す
意
向
を
示
し
ま
し
た
。 

 
さ
ら
に
１
２
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
は

「
当
然
、
来
る
べ
き
選
挙
で
も
政
権
構
想
の
中

で
憲
法
改
正
を
示
す
」
と
踏
み
込
み
ま
し
た
。

１
５
日
の
参
院
予
算
委
員
会
で
は
「
緊
急
時
に

国
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
国
家
、
国
民
が
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
か
、
そ
れ
を
憲
法
に

ど
う
位
置
づ
け
る
か
、
極
め
て
重
く
大
切
な
課

題
だ
」
と
述
べ
、「
緊
急
事
態
条
項
」
の
創
設

を
明
文
改
憲
の
突
破
口
に
位
置
づ
け
る
考
え

を
示
し
ま
し
た 

安倍政権に反対するデモ行進が１４日、東

京・渋谷であり、参加者は「安倍政権Ｎ

Ｏ！」「野党は共闘」と書かれたカードを掲

げ、渋谷と原宿の街を歩いた 

江戸川女性のつどい 

八法亭みややっこの憲法噺 

憲法学んで平和を守ろう 

に１０８人 
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一
月
二
一
日
（
木
）
東
葛
西

中
学
校
、
大
島
先
生
の
三
年
生

国
語
の
授
業
を
提
案
い
た
だ

き
一
六
回
目
の
学
習
会
を
も

ち
ま
し
た
。
二
〇
名
の
参
加
が

あ
り
今
回
は
中
学
校
の
先
生

が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
コ
の
字
四
人
組
の
雰
囲
気

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に

と
い
う
こ
と
で
会
場
は
大
島

先
生
の
ク
ラ
ス
で
し
た
。
ビ
デ

オ
で
み
る
生
徒
た
ち
は
一
人

残
ら
ず
、
授
業
に
参
加
し
て
い

て
、
表
情
も
生
き
生
き
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
印
象
的
で
し
た
。

授
業
づ
く
り
の
工
夫
を
沢
山

学
ぶ
こ
と
が
で
き
有
意
義
な

学
習
会
で
し
た
。 

 

 

                

       

どんな時代でも、為政者の暴走は許してはいけない。 
そのために学び続ける子どもたちを育て、私たちも学び続けなければならない。 

江戸川学び合う学びの会第
１６回学習会 

参加された先生の感想から 

☆まず、授業を拝見して大島先生の言葉（発問、ヒント等）が印象

に残っています。生徒の考えを適度に促す言葉がけがとても勉強に

なりました。また、授業は学ぶトレーニング場に徹して臨むという

ことには心強く感じました。それが子どもたちの力(人として、学力

として)になると確信した思いです。       N 中 A 先生 

☆一斉授業では意見の交流が深まらず、話し合いの機会を設けるに

はどうしたらいいのだろうと悩んでいます。班学習（生活班）も話

し合いに入れない生徒が出てしまうのでワークシートを用意して最

後は私がまとめる形になっていて、子どもたちがいきいきと学び合

っているとは言えません。 

今日の研修会はとても勉強になりました。いろいろ考えて実践で

きることを探します。           K 中 H 先生 

大島先生

からの 

資料です。 
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